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関連項目

キャラクターユーザー
インターフェース（CUI） P.12
グラフィカルユーザー
インターフェース（GUI） P.13

3 層アーキテクチャー P.24

関連項目 ワンポイント 

マウスやスピーカーもUI
で、最近では音声でコン
ピュータを操作する技術も
注目されています。

ユーザー
インターフェース（UI）

コンピュータと人間の仲介役

コンピュータが理解する0と1で表現されたデータを、人間が理解
できる形に変換・表示し、人間がコンピュータを操作できるようにす
る技術です。私達はユーザーインターフェース（UI）に対して、マ
ウスやキーボード、指などで指示を与え、コンピュータの状態を知っ
たり、目的の動作をさせたりできるのです。UIにはさまざまな形が
ありますが、CUIとGUI が有名です。 

1

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
概
要
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関連項目

データ P.10
リレーショナルデータベース管理
システム（RDBMS） P.15
テーブル P.46

関連項目 ワンポイント 

データベースの種類は、リレー
ショナル型のほかに、階層（ツ
リー）型やネットワーク（網）
型などがあります。

データベース
整理整頓されて集められているデータ群

必要なものがすぐに見つかる形で蓄積されている大量データの集ま
りです。リレーショナルデータベース（RDB）という種類が多く使
われており、表形式のテーブルにデータを収納し、複数のテーブル
を結び付けて使うことができます。RDBは人間がデータ構造を理
解しやすいという特徴があり、Accessもこの形です。 
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ビジネスロジック
データベースとUIをつなぐシステムの実働部隊

3 層アーキテクチャーにおいて、データを処理する層にあたる技術の
ことを指します。データベースとUI の中間で、具体的な業務の処
理を行う部分です。Accessは標準機能でかんたんにビジネスロジッ
クを実装できて、3層すべてを持つオールインワンなシステム開発
が可能という特徴を持っています。 

関連項目

3 層アーキテクチャー P.24
ユーザーインターフェース（UI）

P.11
オールインワン P.26

関連項目 ワンポイント 

VBA などのプログラミン
グ言語を使うとより高度な
ビジネスロジックが実装で
きます。

1

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
概
要
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データの一貫性
決まった場所に決まった形で

データベースでは、整理整頓を保ったままデータを蓄積していくた
めに、まず専用の建物を用意します。データはこの建物の決まった
区画に、条件に合う属性で、書式情報を持たないシンプルなテキス
トと数値しか入ることはできません。そして、各区画 1つずつをグ
ループにして管理していきます。このルールを守るからこそ、整然
とデータを保持していけるのです。 

関連項目

データベース P.14
書式 P.31
テーブル P.46

関連項目 ワンポイント 

このルール適用が難しいデータ
は、データベース以外での管理が
向いています。
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4つの部品
主要部品＋自動化部品を組み合わせる

Access では、主要な4つの部品を組み合わせてシステムを作りま
す。データを収納する「テーブル」、テーブルに要求を行う「クエリ」、
印刷テンプレートを作る「レポート」、独自のUIを作る「フォーム」
です。加えて、自動化用の「マクロ」「VBA」を使うと、それら
をより便利に使うことができます。 

関連項目

適した案件 P.41
プロジェクト P.44
accdb ファイル P.90

関連項目 ワンポイント 

これらの部品をすべて、1つのファ
イル内に収めることができます。


